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都心のオフィスが集約された地域の中にも豊かな緑が残り

自然との触れ合いが目に楽しい、恵まれた立地に事務所を構えるIGF株式会社。

事務所を作るにあたり第一に考慮したのは、『元気』な空間を作ることでした。

会社のイメージカラーである『赤』を多用した色彩刺激溢れる空間は

オフィスで働くスタッフのみならず、訪れる方々すべてに『元気』と『活気』を与えてくれる

そんな楽しさ溢れる、刺激的な職場環境に生まれ変わりました。

臨場感溢れる写真に出迎えられるエントランスは、躍動感に満ちた空間となり、

訪れるゲストに『元気』を与えます。

エントランスの一角に設えられた打合せコーナーには、ラウンジ調の家具や植物が

置かれ、寛ぎながら話を進められるような工夫が施されております。

オフィスに曲線を描く壁があることで、全体的に柔らかな雰囲気を醸し出しています。

また、グリーン色の壁が脳の鎮静効果を高め、落ち着いて仕事に専念できる空間に

仕上がりました。

動的な色彩と静的な色味の組み合わせでバランスが取られた会議室は、冷静さの

中にも情熱溢れるミーティングが行える空間を実現しました。

気持ちを高揚させる『闘魂』カラーである赤を多用した社長室は、刺激溢れる空間

でありながらも、窓から望める樹木の緑が主の緊張を和らげてくれる、豊かな空間と

して纏まりました。

オレンジ色のキャビネットが鮮烈な印象を与える打合せコーナーには、対照的な

スカイブルーの椅子を配置し、色彩に落差を与えることで空間の氣の流れを活性

化しています。
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『アントニオ猪木デビュー50周年』を来年に控え、より一層のブランド強化と業務拡大に向けて

集う方々の『元気』の素となる、「氣」を高め、「運」を上げるように配慮された新たな拠点を創り上げる。

【IGF（イノキ・ゲノム・フェデレーション）株式会社様】を 訪 ね て
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